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法律相談【要予約】予約専用電話 蕁23・4400
木曜日・第2火曜日 市役所1階市民相談室
※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から
電話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。
なお、時間の指定はできません。
一般相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

交通事故相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

行政相談 蕁33・1131
5月19日貉 午後1時～3時 南公民館小会議室
5月25日貂 午後1時～3時 市役所1階市民相談室
司法書士相談 蕁33・1131
第1金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

土地家屋調査士相談 蕁33・1131
第3金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

不動産相談 蕁33・1131
第2・4金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

税務相談 蕁33・1131
第3月曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

特設人権相談 蕁33・1131
第2・3・4水曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室
消費生活相談 蕁33・1131
月～金曜日 午後1時～4時
市役所1階消費生活センター
人権相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時～午後5時
市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時30分～午後4時
市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談 蕁33・1131
月・木曜日 午前9時～午後5時
市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談 蕁21・0294
月～金曜日 午前9時～午後5時15分
高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）

心配ごと相談 蕁21・9871
火曜日 午後1時30分～3時30分
総合福祉センター

教育・幼児教育相談 蕁31・4460
月～金曜日 午前9時～午後5時
教育支援センター
心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談 蕁32・5622
月～金曜日 午前9時～午後4時
市立病院
防火相談 蕁21・0119
毎日 午前9時～午後5時
消防本部

労働相談 蕁23・8689
火～日曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】 蕁23・8689
火～金曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時
市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）蕁33・1131
■日時・場所
第2金曜日 午後1時～午後3時 南公民館
第3金曜日 午後1時～午後3時 にんじんサロン
（市民会館内）
第4金曜日 午後1時～午後3時 北公民館
女性相談（面談は要予約）
にんじんサロン 蕁21・6500
火～金曜日 午前10時～午後5時
人権啓発課 蕁33・9208
月～金曜日 午前9時～午後5時

携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/ 携帯 http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/m/

水とくらし眈 狐堀（きつねぼり）
和泉五社の二ノ宮として知られる泉穴師神社の杜に

は、かつて「狐堀」と呼ばれる湧水がありました。伝
承によると、むかし干ばつがおこったある年、泉穴師
神社の杜の中からきつねが鳴き続ける声が、毎夜止む
ことなく聞こえていました。不思議に思った農民が神
社の杜を探したところ、きつねが爪で地面を引っかい
ているところを発見しました。農民が試しにその場所
を掘ってみると、地下三尺（約91cm）ほどのところか
ら、コンコンと清水が湧き出しました。干ばつで困っ
ていた農民たちは大変喜び、この水を引いてかんがい
に用いたということです。
きつねが湧水を発見するという伝承は、奈良県香芝

市狐井
きつい

地区にもあります。もともと水の出が悪かった
この地区の神社にはきつねが住んでおり、いつしかそ
のきつねの穴から、いくら汲んでも清水が湧き出て、
村を潤したというものです。
きつねの発見した湧水が村を潤すという話は、きつ

ねが豊作をもたらす動物であると考えられてきたこと
と関係があります。きつねは農業、とりわけ稲作を司
る稲荷神の眷属

けんぞく

として、古来より信仰の対象として大
切にされてきました。それは、えさがなくなる冬の大
寒の日にきつねに油揚げを供える「施行

せぎょう

」という行事
が、昭和のころまで市内各地で行われていたことから
もわかります。

次回は「水とくらし」眇をお伝えします。

穴師神社の杜に最近整備された「狐堀」


